
荒川流域エコネット地域づくり推進協議会
これまでの経緯

（１）荒川流域エコネット地域づくりアクションプランの策定経緯
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荒川流域エコネット地域づくり推進協議会（以下「推進協議会」）の設⽴
平成29年度 推進協議会の設⽴

◎荒川流域エリア・ワーキングの設置（学識者、市⺠団体、⾃治体、河川管理者）
⇒計3回のワーキング会議においてアクションプランの内容・役割分担について意⾒交換を⾏っ
た。

◎第2回荒川流域エコネット地域づくり推進協議会を開催
⇒推進協議会においてアクションプランの内容を確認・承認。今後の取り組み推進に向けて期
待することについて意⾒交換を⾏った。

令和２年度 WGの設⽴・アクションプランの策定

◎ＷＧを年2回程度（期初・期末）開催し、当年度・次年度のプラン実⾏計画案を相談しながら取組み
を推進し、結果を協議会へ報告する。

◎協議会では、ＷＧからの報告事項を受け、アクションプランの進捗状況を確認する。また、必要に
応じて、次年度以降の実⾏計画や体制の⾒直しなどを検討するなどし、取り組みの推進を図る。

◎第3回荒川流域エコネット地域づくり推進協議会を開催
⇒令和3年度活動結果・協議会ロゴマーク・取組事例の報告や取り組みの進捗確認を実施。今後のア

クションプラン推進のため、令和4年度計画と協議会名の英語表記が承認された。

※ 令和4年度以降のＷＧは、当年結果の確認・次年度計画の相談を、期末にまとめて1回実施するなど、効率化を
図っていくことも想定する。

令和３年度〜 アクションプランの推進

荒川流域における「エコネット地域づくり」の目標達成

※ＷＧ設置に向けた調整等

※ＷＧを継続してアクションプランに関する具体の取り組みを進める

◎第1回ＷＧ（令和3年7月2日）
◎第2回ＷＧ（令和3年1月14日）

◎第3回推進協議会(令和4年2月7日)
WEB会議形式にて開催

Ecological 
Network 
Association in 
Arakawa
（略称︓ENAA）

◎推進協議会の英語表記
及びロゴマーク（2種）等

アクションプランの推進



（２）アクションプランの目指すもの

１）取り組みの目標
●コウノトリ、トキを指標とし、河川及び周辺地域における治水と調和した水辺環境の保全・再
生によるエコロジカル・ネットワークの形成、また、それらを活用した地域振興・経済活性化
を推進すること。

２）アクションプランの位置づけ
●本取り組み目標達成に向けて、今後10年で、地域関係者がそれぞれ、あるいは連携・協力して
行っていこうとする取り組みについて、地域関係者による意見交換のうえとりまとめたもの。

●協議会関係者が、可能な範囲で、連携・協力・調整するなどして推進していくことを想定する。
●５年程度で取り組み状況を確認し、成果や課題を踏まえ、必要に応じて計画を見直しながら、
推進していく。

（３）アクションプランの内容

１）生物の生息環境保全に関するプラン

２）地域振興・経済活性化に関するプラン

プラン 取り組み内容（例）

（プラン①）
合同生きもの
調査の実施

◎関係者各自で実施している水辺の調査を、連携・協力（相互参加や技術交流等）に
より盛り上げます。

◎関東エコネットで公表されているコウノトリ採餌量調査の手引きを活用するなどし、
各地域の河川・農地等における統一した手法による調査実施を支援します（調査体
験会の運営補助や機材の貸出し等）。

（プラン②）
ゴミ・外来種問題
への対応

◎関係者各自で実施している清掃活動（プラスチックごみ対策など含め）や外来種駆
除対策を、連携・協力（相互参加や技術交流等）により盛り上げます。

◎清掃時等にも活用できる外来種駆除の手引きを作成・配布するなどし、各地域の河
川・農地における外来種対策を支援します。

（プラン③）
環境学習・観察会
の推進支援

◎関係者各自で実施している環境学習会や自然観察会を、連携・協力（相互参加や技
術交流等）により盛り上げます。

◎本プランで挙げた指標種・シンボル種の学習・観察会の実施を支援（開催の運営補
助やテキストや機材の貸出し等）します。

（ベースとなる取り組み）
これまでの活動継続

協議会関係者が、河川や農地、里山林、公園等でこれまでに実施してきた各種取り組
みを、それぞれ、引き続き推進する。

プラン 取り組み内容（例）
（プラン④）
各種広報の
展開

◎関係者各自で実施している環境関連の催事や拠点等を、連携・協力（相互参加や技
術交流、エリア共通カレンダーの整理等）により盛り上げます。

◎荒川流域エコネット地域づくりの取り組みや、地域の活動・魅力に関する広報を推
進（ロゴマークやＰＲ資料の検討・作成、それらを活用した行事出展等）します。

（プラン⑤）
エコツアーの
推進支援

◎関係者各自で実施している観光振興の対策を、自然の恵みを活用して支援します。
（例：自然観察スポット、特産品（コウノトリのエサ資源にもなるドジョウ等）、サ
イクリング・ウォーキングマップ等の関連情報の収集・整理・発信、観光スポット
の生態的な価値に関する情報提供、自治体同士の連携によるスタンプラリー、森林
セラピー等）

（プラン⑥）
関係者間の

ネットワーク支援

◎さまざまな場所・機会において、個⼈や市⺠団体、企業、自治体等の地域関係者間
の連携促進を図ります。

（例：流域情報の収集・整理・発信、交流会・発表会や⼈材紹介による地域関係者同
士の連携・交流の促進、情報共有のためのSNS活用等）

（ベースとなる取り組み）
これまでの活動継続

協議会関係者がこれまでに実施してきた、環境に配慮した地域振興に関する各種取り
組み（観光・商業・地域連携等）を、それぞれ、引き続き推進する。

推進協議会（WG）の取り組みとして関係者が連携・協⼒して進める2
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（４）推進協議会・エリアワーキング会議の開催経緯（主なご意⾒等）

①第３回荒川流域エコネット地域づくり推進協議会
令和４年２⽉７⽇（⽉）14︓00〜16︓00 ／ Web会議
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●日本の流域治水・日本流のNBSを海外にアピールしていくべきであり、荒川流域エコネットには非常に
重要な役割がある。ぜひ市・町でアピールしたり、海外発信も検討してほしい。

●情報収集だけではなく発信も重要であり、一般の方々がアクセスすれば簡単に我々の取り組み一つ一つ
が分かる形のものがあると、さらに取り組みが広がっていくのではないかと思う。

●明秋・釜⻁という旧河道は自然が残っており活用できるのではないか。
●旧河川の再生や、自然学習センターとの連携、住⺠の参加連携の取り組みを進めてほしい。
●桶川市〜北本市〜鴻巣市と、中山道を歩いていらっしゃる方が多いため、ネットワークを作りながら、

コウノトリもあわせて、この地域に訪れてもらえるような取り組みができるとよい。
●ゴミの投棄問題や外来種対策について、全ての自治体で取り組むことによって自然環境の維持ができる

ため、近隣と意見交換をしながら今後もしっかり取り組んでいきたい。
●生物調査はあまり集中してできていない状況であるため、生物データの整理を行っていただければ、そ

れを活用して市の計画等に反映させていきたい。
●生物多様性について、世間の関心の低さが問題となっており、普及啓発で意識を高めていければと思う。

観察会などで実際に触れてみる体験があれば、お子さんたちの興味関心が高まるのではないか。

②令和４年度第１回荒川流域エリア・ワーキング
令和４年７月７日（木）9：30〜11：30 ／ 荒川上流河川事務所会議室・Web会議併用
●調査体験会を季節毎に開催し、季節による生きものの違いを見せることができると面白いのではないか。
●ゴミ問題の関心を高めるため、集めたゴミを分類し、結果を発表する機会があるとよいのではないか。
●ナガエツルノゲイトウが荒川流域にも侵入する恐れがあるため、啓発用パンフレットを作成するとよい。
●埼玉県内の特定外来生物クビアカツヤカミキリ分布などのオープンデータを活用していただけるとよい。
●自然再生に取り組む⼈たちや行政などの関係者が協力して取り組んでいることや、思いを伝えていくこ
とも大切であるため、取り組みがみんなに理解してもらえるコンテンツがあるとよい。

●若い⼈を引き込むために重要なのは、世界的な話題にもなっているプラスチックとSDGsについてわかり
やすく取り組みに盛り込んでいくことである。

●天空の里をうまく利用して、市⺠のみなさんと一緒に勉強できる場を設けられるとよい。
●アンケートで「生きたコウノトリをみたことがあるか」を調査し、数字が増加していけば理解者が増え
たと評価することができるのではないか。

●広報について、ターゲットは小学生と明確に絞ったうえで資料作成するのがよい。
●Googleマップは利用価値があるため、うまく活用すれば地域活性化に繋がると期待できる。

③令和４年度第２回荒川流域エリア・ワーキング
令和５年１月１８日（木）14：00〜16：00 ／ 荒川上流河川事務所会議室・Web会議併用
●特定外来生物の問題も大切だが、飼育した動物は最後まで飼うという意識を強めていくことが必要にな
ると思う。そうした観点を広報活動に取り込んでいくことはいかがか（品種改良したメダカ類の飼育放
棄や、国内外来種に関することなど）。

●取り組み評価軸のうち「関係者間の連携・交流」の回数について、各市町で開催している行事等に本協
議会が参加・協力した場合などについても、交流の機会に含めてよいのではないか。

●サギ類が集まってくるような場所でないとコウノトリも生きていけないと思う。ぜひコウノトリ以外の
種も対象とした観察会を開催するなど、取り組みを広めていければよいと思う。

●自然環境に関する話題だけでなく、歴史・文化に関するものも含めて取り組みを進めていけるとよい。
●海外からの旅行者向けなど、WEB（携帯端末）を活用した広報を展開していけるとよい。情報発信には
エリア外の情報も含めてよいのではないか。

推進協議会、エリア・ワーキングにおけるご意見・ご指摘・アイデア等を踏まえて、本年度
の取り組みを進めるとともに、次年度の計画案を整理した（本推進協議会にて報告する） 。


